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カノープス Edius とのファイル受け渡しについて 

カノープスから映像と音声をファイルとして交換する操作方法を解説します。カノープスとのデータ互換

は、AAF 形式のファイルで行います。 

 

1 カノープス Edius からのエクスポート 

Edius で編集した映像と音声を AAF（リファレンス形式）で出力します。 

映像の形式 

● Codec を DV に選択 

● ダウンコンバード・モード（あれば）は、レターボックスを選択 

音声の形式は[BWF]を選択してください。 

 

これらは Edius で指定した 1 つのフォルダに入りますので、フォルダごと以下の方法で Pyramiｘのデータ用 HDD に

コピーしてください。 

● LAN を使用する 

● HDD や USB メモリーにコピーする 

 

 

2 Pyramix でのインポート 

前項でデータ用 HDD にコピーしたものをインポートします。 

2.1 Project > Import を選びます。 

2.2 AAF を選び、適当なオプションを設定します。 

 

 

このテンプレートにオーディオをインポー

トしますので、これを選択します。 

Pyramix のタイムライン上にビデオ・クリ

ップを置きたい場合、これを選択します。

VCube を選択してください。 

AAF を選択します。 
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2.3 ファイルを選択し、[開く]をクリックします。 

 

 

正しく全てのファイルがコピーされている場合、これだけで映像と音声が開き、Pyramix と VCube のプロジェクトにイ

ンポートされます。 

 

※ 「全ての（どれかの）ファイルが正しくコピーされていない」場合や、「ファイルパスが絶対パスで記述されてい

る」場合は、AAF が参照するメディアが含まれているパス（フォルダ=ディレクトリー）を一つ一つ指定していかなけ

ればなりません。 

Pyramix では、予めそのフォルダを Media Manager で Mount しておくとこれらの手間が省ける場合があります。また、

VCube では、ファイルが入っているディレクトリーを指定する必要があります。 
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3 Pyramix から Edius へのファイル・エクスポート 

3.1 Project > Render を選択し、下図を参考に Rendeｒしてください。 

※ レンダーする時、レンダリング結果の開始時間と終了時間が、ビデオ・ファイルの開始時間と終了時間に一致

するよう注意してください。 

 

 

3.2 出来上がったファイルを Edius にコピーし、Edius 上で「オリジナル・タイムに配置」してくだ

さい。 

 

レンダリング結果の開始時間と終

了時間が、ビデオ・ファイルの開始

時間と終了時間に一致するよう注

意してください 

これらにはチェックを入れないように

BWF,16bit を選択してください 


